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用いて生後発達期の 5-HT と 5-HT1A受容体が行動の発達に果たす役割とその脳内機構を検討すること
であると述べている。 
 次に方法において，行動薬理学的実験として，BALB/cマウスに生後 1日目から 3 週間，5-HT再取
り込み阻害薬（SSRI）としてフルオキセチン，または 5-HT1A受容体作動薬として 8-OH-DPATが経口
投与され，生後発達期の 5-HT と 5-HT1A受容体の行動の発達における役割を比較した手続きが説明さ
-２ 
れている。具体的には，生後 1日目から 21日目まで 1日 1回，生後 3週間 フルオキセチン（5 mg/kg 

















てはmPFCと腹側海馬の GABAA受容体 α3サブユニット，うつにおいてはmPFCの 5-HT1A受容体と









して，不安にはmPFCと腹側海馬の GABAA受容体 α3サブユニットが，うつにはmPFCの 5-HT1A受




平成 29年 6月 26日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（神経科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
